
特寮羅醤利活動法人猫蓮の車せを守

患款
名案



特定舞営利活動法人雛蓬の葦せを守る会　定款

駕高音－：総則

（名称）

第1条　二組嵩詰淀　喜薄　粟謹啓雄治櫨法　統灘遂　中華華を守る会と士、5、

時：務高宮

窮2架　二湾法人は、主たる事務廟を千葉県薮詩織鍵繭華口調諒闇2第5亮翻虹雷欝く∴

2　ニ雄法人は、縞頂のはか、漣たる事務所を菓京翻噛席証曜霧）判幕藩漣の6に緩く∵

縞㌢牽∴蹄的及び毒薬

欄的）

欝：主祭　二様浪人点上窪ま中絞轟堤に対して∴執拗妨愛護と避止な翻義朝麿破∵幣溌一推進に擬

す急事薬子艶物舞遊離∵去勢宣・二時で悌轄畿・轍鉦関する牽繋、録誇施薬された覿雛鳥

膝緩流を詰二箪親及び胡椒り苑伽襲集に標団‾る牽業を清い、人と緻勧弾望巨できる蟹かな艶

擬持轟l璃緑葉を図㌢上　広く套線こ脊与することを帥絢とするノ

穂高誹菅親藩秘抄駿離

籍4茶∴二の法人潰、簿霊薬｛串帥鴇を達成するため、次に梅子荊轟類の特電羅露和醗摺効を行う

頼　優駿、怪騒対韓縞擁）増進を関親書勤

纏う　紅曇数▲葦の擬適を堪る繕薮

靖を襲一

第霊薬　この浸詰、は、第3桑の鵜的を達成するため、放U壇・紫を亭主上

聞　特定非営利精緻に孫／る管楽

主　動物星章愛護と遮庄な鋤泰時普及車葎遠雷短観瑞棚）が窮諜

曇∴頚短母桂緯片言去翰‾つい∵謹啓護持推進に擬す電球葉

罵　縞青線難さ諒た動物硝緑郎諒邦語‡鴎魔が据酔生龍雄‡葉に繊す‾る窮※

繚3寧∴金環

雄藩鞘）

第6条　この法人勘案綾上㌔　次沸2種とし、証会費をもって韓窪非常舗護綱齢壁浅　瀬弘二　糖」

卑言う工　＿上欄臣轟とする

舶ノ品曇蕪　この法′短調軸二勧請と∴こ入会した纏人捉び棚俸

融　鷺蜘蕊浩　二諦法人理事／婆を翫鉦子馬と裾二入会し一生賦大枚樹醗椿



（入会）

第7蜜∴金賞の入会については、簿に条件を嵩高ない

空　余韻として入会しようとする　声調は、擬楽長が寧撮こ定掠る大金庫玉露により、理事轟こ

申し込む詰篤と1．、擦葉菜は、∴ユニ’結語棚はこない繰り、先金を認めなければなちないご

3　財寧東浜∴前頭のもの鍋入会を認めないときは∴速やかに、躍如を付した薯繭をふっで

本人に羊の着を適熟しな誹れ高来もない

（入会藍及び金紗

競業集　会勘‡、総裁こお汁端猷二童める読会条及び会欝を納入し畠すれ嵩ならない

（全英の鮒緑塞諌朱†

窮海燕　会毘奔放の静号の十二謡肇するに登ったときは、その驚鵜を喪失する。

姐「遭掌瑞の縫鞘をしたとき、

融　寧生霊主鷲亡‥　留ま会費である輔車が消滅したとき、

纏う　継続してl華頂上会蟹を滞納したとき、ニ

繭　除名されたとき

聞圏圏閉

経か鉦寮∴奈窮霊言質弼轟か習紬に窪め′る遮糸織を躍箪勧二糖出して∴匿慈畠襲舎することができ

圏

（除射

鮮l十条∴曇落語串丸郎窮鳥雄一上皇該当するに登ったときは、総会碕議決により、これを除名する

こと鉦できるし　こ約場合、そ約会戴こ秦は、議決の轟に弁明排幾会を与え椋すれば嵩高

ない

硝　この定款緯結こ遼虚しだとき。

纏う　二郎法人駒鳥密を鶴つけ、真南‡的に洩する征討を」だときj

醸期璃評語申告短謙

轟i昌泰　既納もr津、曇金、余弊波びその範船艇璃余震部、ま「麹還しない

鶴亀寧∴綾黄及び職員

（穂別妓び定鵠）

舞踏条　二時去鳥語草経費を凝く

鮎　媒韓　日、以日毎太政函

淳一　官設箪三　上五線土工‡人頭陶

と　難事調うち、上人を離菊島、上∴母　上5，，高畠壇を劇壇轟薫とするノ

極彊需親

鶏掴策　嫁索斑葦鑑翫士、総会において避妊するェ

雲　避譲葉枚薄綿勘謹告L　韻事の轟嚢とする



3　終演騎　畠二は、それぞれa経費こついて、そ陶酔純音若しくは擁鶉等以内扮親族が

上人を超えて含ま諒、又は、需該役鵠鉦瑳こその離綴暑及び3親等以内の鋭鮫が綻巌の総

数の3分第1を超えて富まれることにな・子宮まならない

尋∴態墨観点、羽生紅記は二郎法人就職敬を繚語意ことができない

（職務〉

節摘条　蝶繋蘭‡、二の法人言を聴衆し士　卒の業務を総轄する3

2　勧説醤衆は、顕著長を蘭催し、恐議長に事故あるとき又は鵠酋長が矢ナたとき清吉輝

駒＿諾※亘読売雷濡落し烹繍韓によっ㌻言争．棚酵務を蕪注す蔦

：3　瑠輝‡、雑事会を繕成し、ニ据定款の定め放び躍串会の議鯨二弦づき、ニ幽法人粉薬

霧消羅扉膏‾る

蔦　鶴舞ま、浜に麟醤｝織綾を／行う

生　鮮勘空襲漣舗講諦窮策を懸澄すること，＿

纏）ニ函差入掴ま海部璃短見を監査すること

栂）瀞2浮の斌蜜による離籍の結果、この法人の業務実需蝦締結こ関し郁雄）行為又

船室令紫しくは蓬繍こ違技する轟大証琵藁があること夢魔賂した場合畠な　これ

を総会」邦語蒋鰭轟二報計すること

は）轟勘手緩笠を守一怠た輝逆懐がある甥斜こ椋総会を羅欒することユ

㈲－　灘宵宮離籍糾弾籾藷或高二硝玄人の繭勧）漁況に／男、て、耀薯に潜鬼を述べ、

詳し諒摺磐洋室U対鋳集を請求すること

雄．槻嵩高

窮弼蚤　役鏡a串手織は、舞羊とする）ただし∴醇韓を妨げない，。

2　繭頑の親裁こかかわもず、後任雄役策が選種きれてい短、嫁訃こは、任期米韓後の嬢

都の総会が終続するまで、その任期を纏蓑するへ

3　鱗木諦霊前、実子蕪瀧に点／高調証し高鷲畠招調性言語章雄華南紅組鉦舞踊諸

の柱期防護雷擬膳はする＿

堂i纏鼓は、羅乱射詔朝粥姉極点おいて読　後直需珪糾弾‾毒素で藍　その職務を高畠

な上場日でナ詳）ない一

雄弐補流）

窮結集　難軍都蟻鵠訪）うち、そ鉦定数即3分の雄：越える婿が鉦ナたときは、連絡なくこれ

を誠痛点ノな津紅彊ならない

雄糾撫

離婚薬　殺鉦が汝謹番劉生「士二謹書再‾毛に事項とときは、総会の綾掠こまか主　これを解任する

ことができる　こく穣舅蒼、その殺轟二持し言議決する轟に串姉毎鰭会を争えな詰ればな

らない

軸　心薮融親藩姉と紅職務据萎宿二堪え短いと認擁訪れるとぎー

繭　職務持主義務遥技手の他線鼠とし一㌢ふさわし　短言行窮　め／つたとき



楠臓離部

窮蝿染　綾薙ま、その総数沸：三高河川揖陣〕繊勘年詩経轍を麦汁ることができる

豊　絃範詰ま、手筋職務を敬子十手るた輝二愛した鱒潤を弁綬することができる

窪　高湿席正絹主部蹄訪韓温、蕊鉦璃錨荘調子∴勘消毒、騨∴定帝雷

（麟輿）

節約条　二擁2人に、，蒋駒毒薬そ擁鯉の職質を筑〔

2　繊細な、塊蔀産が任免寸る

窮祭事∴総意

（穂別）

綾部　漆　二擁法星置を悠‡蔦目盛藩論霊魂び臨時維曇の郎轟とする

欄齢結

節鏡条　終会没、自余蕪をふっ、ご轍友雪「る

自鶏龍）

織部寮　簿誓　言　言説輝難　ついて議決　へあ，

は〉　定款調薬顛

鴎　離散

鯨）「合瀬

棚：卑紫綱紀彊羅波子薄脱誤こそ硝薬疫

輔　索業綴喜及び瞳文藻箆

鮒　鶴評）選朽葉摘綿棒∴職務破調瀧鰍

醤〉　入会金紋び会費の轍

紙上礁膏譲‖亨重層競争懐擁重版高書を巧で繚還すろ短騨詐丸盆を除く　第53条

において同じ）その組薪だね義務の鰯蕪規び纏綱の放繚

潮　盤簿勘当組織及び遜常

用珪∴金賞師勝塙

白日∴解離鍛二義与る残熟舶蓬一弾庸雄

（甘　辛の純運営畠貯上る董蜜事項

欄縮約

窮灘薫：蹄締電話、鮭薯薬草浸出囲闘鱗する

芝∴織纏蕪恕菜は言擁二清輝の　一に該当する域結語鞘轡する∩

触　媒i繕清華十嬰と認融招集の請求をlノたとき

終日嵩講論熟語講評再説上、′詳＿薫競）甲羅好手卦を韓頭を謎穀した紫蘭をもって

擁農高高畠詰待主点㍉㍉㌔

餓　繕脆鮭謹呈墳窮自評1騨主に圭　藍轟告璃熊謹書－たとき



蒔窮策l

鵜舗蒸　総会私　窮雛祭第2頓第3号の場合を除き、麟尊蕪が補綴寸蔦ノ

2　韻事長注言　鎚薬箱　享楼汗　及び窮　言語醜露に　る結語上れ二号ことき紋、そ鵜

畑から繁雄昔話函主鶴舞終奈を摘採しな彊し痛ならない

翌　種　紅潮湖　上雷，とき畠　曇潔の津噂、場所、廿的及び藩競擁塙を混載した轟繭を享子）

小笠言言一高帥用意‾　主」頓知　祖廟雷か高、い

胴囲閏劃

組維集　議法華灘謹上率療治信組半∴榊掠売高錆諏沖か畠艶骨する

（志寵緻）

第新緑　総会は、庄会繍崇敬の2分の1以畠朝出結社なければ開会することができ姐、～

高齢親

鶏鰯繁　治余に轟望語義議増子頓嵩言常務発露さは蹄凋波によ／lT掠三高、じ輔離狛一た梁頭と

する

。　藻鉦萄齢持、三朝嵩鮎二観定子宣告高鳥星亨か、出鯨吉子工事黒高男遡宰醤綴弓子ノこ高と

上　申対陣数据とき嵩、畿農の放すると二言宗こよる

纏識膝緋緋

窮ま照築　各藍会箕調薬漱纏は、平等なるものとTiへる、

やむを緒掠、鞠鮭的た高窓会信士裾寵で牽な、高窓鼠ま、あむかじめ適甑された轟項に

ついて密閉をもっ∵講を漉し、薄ま他U）柾会費を代翔太として表決を委揺することができ

書　面再臨親品　去年長浜」二両‾会鮎高言　2群衆、経黙条窮まり費言語灘察第川瀬波

高鮎賞磐続煮詰漣緋障子宮守は、総鉦に消滅した高言主とみな子

阜　総芸，瑞秘結・つ売主∴∴群雄持｝紳審蘭係を有する産金鷲詳言そ硝議席立騒融詳説浩洛一二

とができない

I議鴎鶏

薄謝祭　総会姉蹄需‾っいては言短）鮮鵬・龍織Lj二議事線を結証　し点骨組清畠）ない

掘　削薙及び勘舞

細　島笠燕規鮒敬神膚替教　壇滴譲漁乱鮎彊軟骨鉦結晶／る現高雷一訪って主上

羊蹄数を神託すること）

船上流露擁項

は　謙甑か経過鴻離襲及び譲瀬棚　緊

縮）議事録馨名人の選任に関する事項

鰻　撥翻泰に上土議琵綻びそ蝕禽議において選任された議事録著名人2人以上が驚名文は

藍窮、嫡証し／組子浩一詰責享高い



欝6経∴灘薙書

手灘波＼

議親祭　離繋余波も瑠薄をもって鰭成する

楠畿）

縛畿築　館専念は、ニ持産経で圭めるもの据ほか、次雄事蕪を議課する

頼　経無二付議すべき魯操

船　総会弓議漉した醇質据灘締＝憾する勘真

鯉）そ差魁総箪笥議決を要しない会務の激締二関中る勘竣

（鞠縦）

寵認餐　鱒欝会は言失調終発の　雷藻草する揚語調鞘繕する、

油　璃塾長一声払薬と認めたとき

紺　離置総数の素分離雄鳥から会議の郎勺である窮策を謹擬した漆脇をキ上って

摺繁雄需鮭ゝあで雷こときJ

細　鵠蟻築第4嬢箱詰芳蹄競走告∴より、監架から捕鯨需細魚が商ったとき

璃磐離

籍雛祭　現車会は、鶏馨無が籍簾する

愛　三螺・鵜計上　窮鏡無籍耕す救護窮3和男敵前こよる請求が効ったとき韓、その告から

上i剛誹擁二甥事案を招集し癌†丸はなら宿い

素　離昏今を敵繁するときは∴缶緩綱甘時∴螺商、勘結膜浮標緩馬賊を寵灘した統繭蚤も

ノ子∴　了即な子とも5帥溝まで∴適崩しなければな毒ない

（議巌＼

第鵠条　理辞令雄議蔚圭：理事長が二組に、j揺る／

（議決）

窺灘菜　欝幣会に煮詰する議決軍鶏支、籍言説上薬節：日英の鵜轟ニ　∵〆十　番高宮　鴎通知した事項

しする

愛　嬢薬曇硝議窮ま、瑠電総数の過半数をもって漉し言両替関数のとき清、撥寝納藍する

ところによる

‡規則擬等）

簿窮策　各曜事fI）表決纏は、平等なるもU江‾号‾為

と　やむを縛ない蝿由のため濃紫会に刷轟でき守諒、勘勘烹「あらかじめ通知された事則ニ

ー星主　観窮を　工で嵐喪十ることか∵彊怠、

嵩　高車群立　鰹走に土　豪決し′～鶏擁了、篭続主祭第1嫡流蓋弓手の遮昭二つい詰ま、瑠喜奈

に昔浦和」た主宰㍉子を台弓‾

〕主　鵡常会韓練熟こついて、特別鴎裾前鴬儀を菊する報轟は、そ萄議事の議減二廟わるこ

とがて美章高子
i



信濃寧錬）

繕舗薬　璃事案蹄議勘ニイ′時では言鮭の鮮境を記載した綴喜鵬束を陶竜し結ナればならない

注）∴日韓諒か′珪藻擁

悪手　瑠璃護畿∴湘麿諸悪滅び璃擁菅高畠日豊南粟温帯∴お当ては子　羊扮洋紅付紀子
で　‾　し）
fJ　＿　一

編）凝議軸赦

彊）議聾窮経過の擁襲及び議決の瀧菜

館）縁灘蒸器紅星亨う選任に関する軸東

芝　議導線には、議長及びその会議において遊任された議繋銀器名人2人以上が驚名文は

記名、押勘しな彊れ漂なおない

篤子葦∴績盛運諦念計

略評薫硝翫勤

第39熊　‾、串裏表の鯨結、∴如清畠こ轍主売主母を　了／｝て締成するノ

緑∴終車耕騨韓騒璃録浩穀鮭結亘護肇

（2）入会金及び金縁

約）宇部章魚晶

は）勧露かち生じ親鞍点

潮　薄裟吉祥掴ま大

鵬i寅雄鉦璃扶

（澄彊綱お菊1

第的粂　二坤差入高癒嬢は、特寵非営利活動二縁る馬業に関する螢感とするノ

時雄擁擁酢雑

務現衆　二碑法人据海産は∴躍薯巌が欝現し、その方法は、総会の議決を経て、躍審寮が別に

定ある

は詰中朝部潮

簿記姿蕊　二郎法人需余計憶言女給紳姦策浩二擬章親鶏紬二線予言で江津言誹とする

（会話硝幸立証

窮43策　二の法）諒だ諒高言　特慮弊紫紺蘭謝＝係る蜜紫に繊する室，汁と∵「る

蒔識語慨及び幸勘

窮純祭　二項虫擁凋謀議糖腋謙二鉦二伴う暇斐争離忠言蟄鶏露が臨鉦」総会の議決を絹糸

詰ればなら貴い

欄定予納

簿擬袋　前条択鷲轟鉦こか声高享子予言やむ受膏声高、坪鞘轟こ土日）再結晶訪日短、ときは、理薙段

落、鰹擁条i磁決を経て、葎据置子細接轟摘裟飾宴窮沼緑二轡剛史人妻据‾ること



ができる

墓　前壊擁月藍良三短轟ま、薪だに戒、生霊二雄紹鴎入対陣とみなす

樟溌醸朝議定紋諦観鞘

篭却信条i辛簿超過語雷鳥登壇串早計雄二充て言語士気∴予算中に宮脇艶を瀧雷鳥ことができる、

2∴予納諸を駁勘組するときは、理事会の議決を経なければならない

畔，餅の遇融及び勘男

驚窮条　　鋳議決後にやむを得ない事由が生じたときは、総会の議決を経て、既定予覚の追加

親　襲産をする二二三ができる手

はぎ楽観早蕨が決算）

窮鳥緑茶　こ所差入の索漠灘告馨、収支計欝藍、貸借羅照泰及び鮮麗瞳錬簿の漢籍こ関する薬類

注、轟薄紫組薦終了後言速やかに、聾薯諒が作成し、監事の離漆を受膏、総会の議決を

綾なは語注ならない→

2　漢籍上靴窪蕊を生じたとき椋　次窮業年度に繰畑越すものとする，

雄幸薬草巣、‡

舞鶴集　二筋法人U差籠業年度紋、毎年日日蹄こ始まり翌草堂粧日日　に終わる

騒総総称鞠翻

窮甜菜　綱をなすで恵めるも班のほか言　入藍硝豊根一言／その他緋だな義務輝度沌圭をLrXは

繚剰冨一路薬をしまうとするときは、総会の議決を経短音れば蛮声㍉ない

第簿華∴定鷺宮聾菓a　蘇凝薬び台漢

告ぎ款の変鄭

紡郎察　二璃善人が急談を変要しようとするときは、総会畠、軸麿した正会員の4分の3以土砂

多数によ演義淡を経、かつ、経綾な薬境として法窮鵠条鵠驚工薙二親遺す馬場卜の鶏頭

を除いて薄擬音鉛認証を締結ナ緑お宅蓬養い

妃　主たる韓驚新及び従たる軍務覇輔舞産地　席輔勅勘）変質を舞わないも鉦j

鴎　資〉結二関する事堆

く誹　公告の茄去

涌繍郎

窮詑条　この法人は、決に掛ずる轟輔二、主部軽散するt

油　絵会の決議

（2）締約とする特定羅営利活動に係る事業の成功雄二不能

範士∴高ま菅諒や藍亡

補　語祥

紛　威嵩轟愚手練諦）決定

纏　函騨浩二墨壷薫立，高ぶ諒高畠消し



2　請庫凍籍再三帝j軸凱こよりこの法人が解散するときは、産金鼠総数の4分の裁以擁）承

諾を絹結すればならない

：：第1壌鵠愛書常醤油によ掴翠緻するとき私新鮮昔時綱吉を箱癌ナ油背高読い〕

凋語調繕酋椋齢

締約条　二杭浪人が解散（脅縮受注披露手続開始蹄瀧定による雛散を除く点　したときに残存

す親臨高ま、演第1日朱鷺誌上鋸二鵜詰る法人のうらから冶曇において遷毒した諦演娼

燐寸惹く

雷雷齢

簿54築　二函黒、が細粒／ようとするとき私総無二温いて前会鼓総数の轟萌拐3以吉雄議決

罰葦、浩一二主　席鞠帝）認轟を韓な膏j畠‡な星悠い

簡裁寧∴蕊持主雷法

‡公告の冨法）

窮謙茶　二輝吏）、銅公舗五　二の法人の掲示場に掲示す盃とと畠∴∴離縮こ縄擬して行う合

窮担い蜜∴幾則

雄裾臨

溶諦案　二品∴封書詳擁高言へ．小宅営壊擁翻裾高雅帝寮生謙耕靖鉦∴贈輔嵩㌫詰高高評帝

離　勘

i　二の定款注、二幸差生者丹荘生理楊ち簸すする，

2　二の法人部駁‾諒　勧銅線鏡は、∴鮎こ掲げる者　するし、

瑚一計柊∴∴∴車線∴華子

融．紫常長∴∴小椋∴鱗来擁

轍菊∴∴∴∴佐藤　軸手

鞠　　　　　薪熊　襲轍

轟∴∴∴∴当用；主端子

間　　　　　　宮重！駐汽

嗣　　　　　　有井　丈大

岡　　　　　欝藤　久翻

圃　　　　　夷野　比経千

洞　　　　　贈鴻奔　舗子

藍華∴∴∴｝端整　東宮

畠　　　　　中薩　毎惑



窪　こ裾線太の謙語等勧擁殺鼠の毎期は、ニ輝き款の規組こかかわな寸言成立単打か　再訪芝目

隼7月3　日！まで＿とする

‡　ニ耕法人称謹告雄勝壇‡幾組勘及び般安手録上　第親茶の規定雷鳥霊年中：子ら設立総会の

諒高言点一二＼詰ここ霊宣言、＿症　　　　　　　　　　　　子守「為、

5　この波，人u雷立当初の紅紫年度は、節約集の覿雑こかか畠もず、成立拘置かち率成2実年

4月30臣までと十な

6　この法人沸絞、当崩の入会金及び会欝注、第8素の規定に鉦擁立高一ず、線ボ蟄げろ額とする（、

油日短請を∴証護譲二∴納入：狩親船据∴陸棚：朗輝臨鞘

雛妨会費　鰯人　肌駒川　　馴事　理的蛾門

㊥日置藷「∴証霊威，∴納入「距離舶円∴串梱：駅胆飾閑

驚勅会覿∴継母、＼一口轟だ当日買細い曽∴　臨終（士席高士上船朝粥胴


